






【要約】小児劇症肝炎全国アンケート調査によれば、供血者スクリーニングに HBs 抗原に

加えて HBc 抗体検査が導入されるようになってから輸血後 B 型肝炎は消失した。近年の B

型劇症肝炎の多くは乳児例であり,これらは HBe 抗体陽性妊婦から出生した児を中心に B

型肝炎母子感染予防事業による現行の予防処置が正しく行われていない。母子感染防止処

置の健康保険給付対象移管により HBs抗原陽性妊婦から出生した児への正確な予防処置普

及が B型劇症肝炎の撲滅に必要である。


